重要事項説明書　・　契約書
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生協みき診療所
訪問リハビリテーション

木田郡三木町氷上１１２－１

☎　０８７－８９１－０３０３
重要事項説明書
（事業の目的）

第1条 　香川医療生活協同組合（以下「事業者」という。）が開設する生協みき診療所（以下、「事業所」という）が行うみなし訪問リハビリテーションの事業（以下「事業」という）の適正な運営を確保するために人員および管理運営に関する事項を定める。事業所の理学療法士または作業療法士または言語聴覚士は、医師がリハビリテーションの必要を認めた者に対し、適正なリハビリテーションを提供することを目的とする。

（運営の方針）

第2条 １　事業所の理学療法士または作業療法士または言語聴覚士は、利用者の心身の特性を踏まえ、可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、居宅において理学療法、作業療法、言語療法を行うことにより「心身機能」、「活動」、「参加」などの生活機能の維持・向上を図る。事業の実施にあたっては、関係市町、地域の保険・医療・福祉サービスの提供主体との綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。
２　事業所は、利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるものとする。
３　事業の実施に当たっては、地域との結び付きを重視し、関係市町及び他の居宅サービス事業者、その他の保健医療サービス及び福祉サービスを提供する者との綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。
４　事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、その従業者に対し、研修を実施する等の措置を講じるものとする。
５　指定訪問リハビリテーション等の提供に当たっては、介護保険法第118条の２第１項に規定する介護保険等関連情報その他必要な情報を活用し、適切かつ有効に行うよう努めるものとする（介護保険の場合）。
（事業所の名称等）

第3条 事業を行う事業所の名称および所在地は、次のとおりとする。

名称　　　　香川医療生活協同組合　生協みき診療所

所在地　　 香川県木田郡三木町氷上112番地１
介護保険事業者番号
3711310528
（職員の職種、員数および職務内容）

第4条 事業所に勤務する従業者の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。

管理者　医師1名

管理者は、事業所の従業員の管理及び利用の申し込みに係る調整、業務の実施状況の把握その他の管理を一元的に行う。

理学療法士3名（常勤） 作業療法士３名（常勤） 言語聴覚士1名(常勤)
理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士は、訪問リハビリテーション計画に基づき、訪問リハビリテーションの提供に当たる。
事務職員  1名（常勤） 必要な事務を行なう。
(営業日及び営業時間)
第5条　事業所の営業日および営業時間は、次のとおりとする。

営業日　　月曜日から土曜日までとする。ただし祝日、12月30日から1月3日までを除く。

営業時間　月、火、水、木、金曜日は8：30～17：00までとし、土曜日は8：30から12：30までとする。
(利用内容)
　　　　　　心身状態やご希望、主治医の意見に合わせたリハビリテーションサービス計画を立案し、歩行や家事動作訓練、言語・嚥下訓練などのリハビリテーションを実施する。必要に応じて住宅改修や介護・食事方法のアドバイスを行う。
(利用方法)
契約を締結後、サービス提供開始となる。リハビリ計画立案にあたり、当事業所の医師が診察を行い、リハビリ計画に反映する。3月に1度、当事業所の医師の診察が必要となる。
◉介護保険
医学的管理のために、１～３ヶ月毎に主治医（かかりつけ医）診察を受け、診療情報提供書を発行してもらう。（当診療所が主治医の場合、診療情報提供書は不要）
◉医療保険
医学的管理のために、１ヶ月毎に当事業所の医師の診察が必要となる。
尚、下記の場合はサービスが終了となる。
１）利用者都合    終了を希望する１週間前までに当事業所、および担当介護支援専門員（医療保険は相談員）に連絡する。
２）当事業所の都合　　やむを得ない事情により終了する場合がある。終了1ヶ月前までに通知するとともに、担当介護支援専門員（医療保険は相談員）に連絡する。
３）自動終了　　お亡くなりになった時、介護保険施設入所、要介護認定において非該当（自立）と認定

４）その他　　　利用者やご家族の方などが当事業所や当事業所の職員に対して本契約を継続しがたいほどの背信行為を行った場合は、文書で通知することにより即座にサービスを終了してもらう場合がある。
５）医療保険でのサービス提供の場合、介護保険認定（要支援・要介護）を受けた場合、介護保険サービスに移行となる。

(訪問リハビリテーション計画書)
退院時の情報連携の促進と、退院後早期に質の高いリハビリテーションを実施する観点から、入院中に医療機関が作成したリハビリテーション実施計画書等を入手し、内容を把握することを義務化された。(2024年6月1日改定)
１）　 生活状況及びその意向を踏まえて、居宅サービス計画に沿って、「リハビリテーション実施計画書兼報告書」を作成し、計画的にサービスを提供する。リハビリテーション実施計画書兼報告書の内容は、利用者に説明する。

2） サービス内容の変更を希望する場合、居宅サービス計画(ケアプラン)の範囲内で変更可能な際は、速やかに「リハビリテーション実施計画書兼報告書」等の変更を行う。
3） 利用者が居宅サービス計画(ケアプラン）の変更を希望する場合は、速やかに介護支援専門員（医療保険は相談員）と調整を行う。
(リハビリテーション会議※対象者のみ)
１）3ヶ月に1回以上開催。訪問リハビリテーション計画を見直す。

２）会議を欠席者と、速やかに当該会議内容を情報共有する。

３）参加対象者は医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、介護支援専門員、居宅サービス計画の原案に位置付けたサービス担当者及び保健師等。

４）利用者及びその家族の参加を基本とする、やむを得ず参加でできない場合は、必ずしも参加を求めるものではない。

(利用定員)
　　　　第6条　　　 事業所の指定訪問リハビリテーション等の利用定員は60人とする。
（利用料等）
第7条　　　指定訪問リハビリテーションを提供した場合の利用料の額は、介護報酬の告示上の額とし、当該指定訪問リハビリテーションが法定代理受領サービスであるときは、介護報酬上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（利用料金）2024年6月1日～
介護保険からの給付サービスを利用する場合の利用者負担金は、原則として利用料金の１割(収入によっては2～3割)です。介護保険の給付の範囲を超えたサービス利用は全額自己負担となります。

（１）介護保険
	料金(要支援、要介護ともに)
	1単位=10円

	内訳　基本料
	訪問リハビリテーション料
	308単位／回

	
	介護予防訪問リハビリテーション料
	298単位／回

	　　　　サービス提供体制加算　（Ⅰ）
	　6単位／回

	予防）短期集中リハビリテーション実施加算

(週2回以上利用で退院(所)日又は介護認定日から3カ月以内
※対象の方のみ　　
	200単位／日

	移行支援加算　　　　　　　　　 
	17単位／日

	12月超減算（要支援の方で12月以上、利用されている方）
	-30単位／回

	退院時共同指導加算

※対象の方のみ
	600単位/回



※20分／回
(２)医療保険
厚生労働省が定める一部負担金が必要。
	料金
	1点=10円

	内訳　基本料　　　　　　　　　
	20分ごとに
自宅300点／施設255点

	退院日から3ヶ月以内
退院日から4ヶ月以降
	一週間の合計訪問時間は4時間(12単位)
一週間の合計訪問時間は2時間（6単位）

	身障手帳１・２級と障害者医療受給者証をお持ちの方
	利用料金免除

	後期高齢者医療証対象者
	一時支払いとして１～３割負担・後日返金申請必要


（支払い方法）

自己負担金は、利用開始月の翌月に診療所より請求書を郵送します。当診療所では自動引き落としをお願いしております。自動引き落としが困難である場合に関してのみ、以下の方法よりお選び下さい。

１）生協みき診療所窓口支払い

２）振込み（振込み手数料は自己負担、入金確認後に領収書郵送）
	香川医療生活協同組合　理事長　北原孝夫

	香川銀行　三木支店209　普通　口座番号1083741　


（利用者負担金の滞納）

1） 正当な理由なく２ヶ月分以上滞納した場合には、事業者は１ヶ月の期間を定めて、期間満了までに支払いがないときはこの契約を解約する旨の催告をすることができます。

2） 事業者は、前項の催告をしたときは、居宅サービス計画（ケアプラン）を作成した居宅介護支援事業者と協議し、居宅サービス計画の変更、介護保険外の公的サービスの利用等について、必要な調整を行うよう要請するものとします。

３）　 利用開始にあたって、利用料金の支払いに困難が生じることが予想される場合は、事前に担当者にご相談ください。
（担当者休み時の対応）
原則として、担当制とする。担当療法士が休みの際は、基本的に休みとなる。可能な限り、振替対応する。

（予約のキャンセル）
速やかにご連絡下さい。営業時間外の時間帯及び土日祝日の連絡は、留守番電話に御願いします。

（通常の事業の実施地域）
第8条　　 通常の事業の実施地域は三木町、高松市（島を除く）、さぬき市。当サービスの必要度やその地域の利用者数によりこの限りではない。

(虐待の防止のための措置に関する事項）
第９条　　１．事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため次の措置を講ずるものとする。

　(１)　虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について訪問リハビリテーション等従業者に周知徹底を図る。
(２)　虐待の防止のための指針を整備する。
(３)　訪問リハビリテーション等従業者に対し虐待の防止のための研修を定期的に実施する。
(４)　前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を設置する。
２．事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものとする。
（苦情処理）

　　　第10条　　管理者は、提供した指定訪問リハビリテーションに関する利用者からの苦情に対して、迅速かつ適切に対応するため、担当職員を置き、解決に向けて調査を実施し、改善の措置を講じ、利用者及び家族に説明するものとする。

（事故発生時の対応）

第11条　　事業者は、利用者に対するサービスの提供により事故が発生した場合には、速やかに市町村、利用者の家族、居宅介護支援事業所等に連絡を行なうとともに、必要な処置を行なう。事業者は、サービスの提供に伴って、事業所の責めに帰すべき事由により賠償すべき事故が発生した場合には、速やかに損害賠償を行なう。事業者は、前項の損害賠償のために、損害賠償責任保険に加入する。

（個人情報の保護）
第12条　事業者は、利用者の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」及び厚生労働省が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」を遵守し適切な取り扱いに努める。

　　　　　事業者が得た利用者の個人情報については、事業所での介護サービスの提供以外の目的では原則的に利用しないものとし、外部への情報提供については必要に応じて利用者又はその代理人の了承を得るものとする。ただし、緊急の必要性がある場合に医療機関等に心身の状況等の情報を共有する事並びにそれに付随して家族の情報を共有する場合はその限りではない。また、介護支援専門員の主催するサービス担当者会議等、またはサービスの質の向上を目的とした評価機関による審査のために、私および私の家族の個人情報を用いる事がある。匿名化して同意を得たうえで症例検討会や、学会、研究等で医療の発展を目的として個人情報を用いる場合、必ず家族からの了承を得る。
（その他運営に関する重要事項）

第13条　　事業者は、理学療法士および作業療法士および言語療法士の質的向上を図るための　研修の機会を次のとおり設けるものとし、また、業務体制を整備する。

（1）採用時研修　　　採用後3ヶ月以内

（2）継続研修　　　　年1回

２　事業所は、適切な指定訪問リハビリテーション等の提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより訪問リハビリテーション等従業者の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じるものとする。
３　事業所は、感染症や非常災害の発生時において、指定訪問リハビリテーション等の提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じるものとする。
４　事業所は、訪問リハビリテーション等従業者の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行うとともに、事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めるものとする。また、事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、必要な措置を講じるものとする。
５　事業所は、当該指定訪問リハビリテーション等事業所の従業者であった者が、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう、必要な措置を講じる。また、サービス担当者会議等において利用者及びその家族の個人情報を用いる場合は利用者及びその家族の同意を、あらかじめ文書により得ておく。
６　事業所は、利用者に対する指定訪問リハビリテーション等の提供に関する記録等を整備し、その完結の日から５年間保存するものとする。
７　この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は香川医療生活協同組合と事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。
（サービス内容に対するご相談）
ご相談・ご要望についてはご遠慮なさらずに生協みき診療所または従事者にお伝え下さい。迅速に対応させて頂きます。また、市町の相談窓口などにご要望を伝えることも可能です。
【相談・苦情窓口】

　　　　・生協みき診療所　所長：田中　　電話番号　087-891-0303
・国保連合会　　　　　　　 　　    電話番号　087-822-7453
・三木町住民課　　　　　　       電話番号　087-891-3303
（その他）
説明および契約に定めのない事項については、介護保険法令その他、諸法令の定めるところを尊重し、双方が誠意をもって協議のうえ定めます。また、問題が生じた場合には、事業者は利用者（契約者）と誠意をもって協議するものとします。
　　　附則

この規程は、2014年4月１日から施行する。

この規程は、2019年3月1日から施行する。

この規程は、2020年6月１日から施行する。

この規程は、2024年6月１日から施行する。
契約書

私（利用者）と事業者(所)は、生協みき診療所訪問リハビリテーション重要事項説明書に同意し、次の通り契約します。
· 事業者(所)は、利用者に対し適正な訪問サービスを提供し、日常生活動作の維持、回復を図るとともに、生活の質の確保を重視した在宅療養が継続できるように支援します。
· 本契約に定めのない事項については、介護保険法令、医療保険法令その他諸法令の定めるところを尊重し、双方が誠意を持って協議のうえ定めます。
· 本契約に定めのない事項について問題が生じた場合には、事業者(所)は契約者と誠意を持って協議するものとします。
この契約を証するため、本書2通を作成し、契約者と事業者(所)が記名捺印の上、各1通を保有するものとします。
契約日：　　　年　　　月　　　日
利用者　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご家族　氏名（続柄　：　　　　　　）
氏　名　　　　　　　　　　         　㊞
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所　　生協みき診療所
　　　　　　　住所：香川県木田郡三木町氷上112番地1
事業者　　香川医療生活協同組合
　　　　　　　住所：香川県高松市栗林町１-4-1
代表者名　理事長　北原　孝夫　　　　　　　　　　　㊞
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